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概 要

取 扱 い

配 布 場 所
近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、大阪府政記者会、
和歌山県政記者クラブ、和歌山県地方新聞協会、和歌山県政放送記者クラブ

○国道２６号 第二阪和国道

（大阪府泉南郡
せんなん

岬町
みさき

淡輪
たんのわ

～和歌山県和歌山市平井
ひらい

　延長７．６㎞）が

平成２９年４月１日（土）に２車線で全線開通します。

○その中で、孝子ランプについては平成２８年１２月１９日の発表のとおり、

　今回は開通しません。

〇開通式典の概要については、後日お知らせいたします。

〇ランプ名称は、大阪府及び岬
みさき

町からのご意見を踏まえ、下記の通り決定

　しましたのでお知らせします。

ランプ名称：「深日
 ふ  け

ランプ」「孝子
きょうし

ランプ」

近畿地方整備局
浪速国道事務所 配 布 日 時

平成２９年　２月　９日
１４時００分

資 料 配 布

件 名

４月１日に阪南
は ん な ん

市と和歌山市を結ぶ、

国道26号第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道が全線開通！
～　国道26号 第二阪和国道の開通で国道26号の交通混雑が緩和 ～

Kinki Regional Development Bureau 
Ministry of Land, Infrastructure, 

Transport and Tourism

国土交通省 近畿地方整備局

主な整備効果

■交通混雑の緩和

最大3kmを超える渋滞が発生しており、その解消が期待。

■交通安全の確保

全国平均を上回る死傷事故率120件/億台kmの低減が期待。

■救急医療の支援

岬町から最寄りの第三次救急医療機関（和歌山市域）までの所要時間が

4分短縮。

■災害時の代替路の確保

過去5年間で18回【延べ規制時間約213時間】の通行止めが発生。

（※孝子ランプを除く。）



○区 間：大阪府泉南郡岬町淡輪～和歌山県和歌山市平井

（淡輪ランプ） （平井ランプ）

○延 長：７．６ｋｍ

○車線数：２車線

NN

第二阪和国道は、大阪府南部と和歌山県北部の連携を図り、時間距離を大

幅に短縮するとともに、異常気象時通行規制区間の解消や関西国際空港へ

のアクセス向上を図ることを目的とした延長20.6kmの地域高規格道路です。

この度、第二阪和国道の淡輪ランプから平井ランプ間（延長7.6km）が完成

することにより、平成２９年４月１日（土）に第二阪和国道が２車線で全線開通

します。

○概 要

第 二 阪 和 国 道 の 全 線 開 通 に つ い て

拡大図
NN

第二阪和国道

開通済

事業中

その他高速道路

開通済

その他道路

開通済
国道　　　　　　　　　主要地方道

たんのわ ひらい

せんなん みさき たんのわ ひらい

○ランプの名称について 名称 連結位置 接続道路

『深日ランプ』 大阪府泉南郡岬町 国道２６号

『孝子ランプ』 大阪府泉南郡岬町 国道２６号

新たに設置されるランプの名称は、
大阪府及び岬町からの意見を踏ま
え、右記のように決定しました。

ふ け

きょうし

せんなん みさき

せんなん みさき

わかやま
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（※孝子ランプを除く。）

※孝子ランプについては、今回開通しま
せん。



交 通 混 雑 の 緩 和
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○開通済み並行区間に位置する箱ノ浦ランプ北交差点や梅原交差点では、

開通前の渋滞が解消しており、交通状況が改善。

○渋滞が残る今回開通区間に並行する区間（淡輪ランプ～深日中央間）に

おいても同様の効果が期待。

第二阪和国道並行区間の交通状況

深日中央交差点

第二阪和国道
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今回開通区間
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出典：浪速国道事務所交通量調査結果
交通量：7:00～19:00の12時間調査結果 渋滞長：7:00～19:00の12時間調査結果における最大渋滞長

【渋滞長：大阪方面行き】
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［箱ノ浦ﾗﾝﾌﾟ北］開通前：【GW中】H20.5.3(土), 【夏期休日】H20.7.20(日), 【秋期平日】H20.10.21(火) 現在：【GW】H25.5.3(金：祝)、【夏期休日】H25.7.21(日)、【秋期平日】H26.10.15(水)
［ 梅 原 ］開通前：【GW中】H27.5.6(水：祝),【夏期休日】H26.7.21(月：祝),【秋期平日】H26.10.15(水) 現在：【GW】H28.5.3(火：祝)、【夏期休日】H28.7.31(日)、【秋期平日】H28. 9.27(火)

［深日中央］現在：【GW中】H28.5.3(火：祝)、【夏期休日】H28.7.31(日)、【秋期平日】H28.9.27(火)
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（交通量調査未実施）
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交 通 安 全 の 確 保
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○平成23年3月に部分開通した、箱ノ浦～淡輪ランプに並行する国道26号
では、開通前後で死傷事故率が大幅に減少しており、特に追突事故は
年間３１件から７件となり、約８割減少。
○事業中区間に並行する国道26号においても第二阪和国道の整備により
交通が転換し、死傷事故率の減少が期待。

国道26号
（箱ノ浦～淡輪ランプ
並行区間）

開通区間並行区間

平成23.3.26開通区間
泉南市

第二阪和国道
（箱ノ浦～淡輪ランプ間）

全国平均 81 

開通済み並行区間

NN

国道26号・第二阪和国道の死傷事故率の変化
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出典： ITARDAデータ
開通前：H19.3.26～H23.3.25（4年間データの年平均）
開通後：H23.3.26～H26.3.25（3年間データの年平均）
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事故件数が大幅に減少
なかでも追突事故は約８割
も減少2
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出典：ITARDAデータ
開通前：H19.3.26～H23.3.25（4年間データの年平均）
開通後：H23.3.26～H26.3.25（3年間データの年平均）
全国平均値は、全国の一般国道平均値：警察庁資料、自動車統計年報を基に国土交通省作成
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救 急 医 療 の 支 援

○現在、岬町からの第三次救急医療機関への所要時間は30分以上必要。

○第二阪和国道が全線開通することにより、岬町から最寄りの第三次救急

医療機関（和歌山市域）までの所要時間が４分短縮。

地元消防本部からの声

大阪府泉州救命
救急センター

現況、約36分が
全線開通後

約３３分に
３分短縮

和歌山県立医科
大学付属病院

現況、約40分が
全線開通後

約３７分に

３分短縮

日本赤十字社
和歌山医療
センター

現況、約30分が
全線開通後

約２６分に
４分短縮

全線開通すると、岬町から第三次救急医療機関への

所要時間が３～４分短縮されます！

孝子峠

※所要時間は、民間プローブデータ（平成27年4月～12月）より算出
【第二阪和国道(淡輪ランプ～平井ランプ間)】：設計速度（ランプ部60㎞/h、本線部80㎞/h）
【その他の路線・区間】：平日ピーク時間帯（8時台）の平均値を使用

岬消防署からの搬送先【H27】

和歌山県

694件
(67%)

泉州南管轄
(泉佐野市,泉
南市,阪南市
熊取町,田尻
町,岬町)
320件
(31%)

貝塚市

岸和田市

17件
(2%)

その他

泉州地域

2件
(0%)

その他

大阪府下

2件
(0%)

合計

1,035
人/年

約7割が
和歌山県へ搬送

○開通済み区間の平井～大谷間は、搬送ルートとして
利用するケースが増えており、スムーズに走行でき
るため、患者への負担軽減が期待される。

○国道２６号の孝子峠はカーブが多くて線形が悪いほ
か、減速舗装による振動もあり、搬送患者に負担が
かかるため、搬送時に気を遣います。

○深日中央交差点は、土日祝日など大阪方面行きの
渋滞がひどく、大阪側へスムーズに出動できない
ことがある。

○国道26号の事前通行規制区間が通行止めになった
場合、阪和道まで大きな迂回を要するため、一刻
一秒を争う救急にとって、第二阪和国道の早期開通
が望ましい。

▲泉州南広域消防本部のみなさま

（泉州南広域消防本部へのヒアリング結果より）

深日中央
交差点

救急搬送に支障をきたす未開通区間の
渋滞状況（H23.3.30）
【国道26号深日中央交差点付近】

カーブや減速舗装による振動により、救急搬送
時の患者に負担がかかる孝子垰（H28.4.26）
【大阪府・和歌山県境】

岬町役場
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写真①

写真②

写真②写真①
至大阪

至和歌山

至大阪

至和歌山



災 害 時 の 代 替 路 の 確 保

○大阪府・和歌山県を結ぶ幹線道路のほとんどに異常気象時通行規制区間

が設定されており、大雨等の自然災害により過去５年間で18回（延べ規制

時間約213時間）の通行止めが発生。

○第二阪和国道が全線開通することにより、新たな府県間ルートが確保され

自然災害や異常気象等にも強い、安全で安定した物資輸送を確保。

写真①
写真②

(

主)

和
歌
山
貝
塚
線

(

主)

岬
加
太
港
線

阪和自動車道
での通行止め
実績

通行規制発生回数

道路区分 路線名
通行止め回数

(回)
規制時間
(時間)

高速道路 阪和自動車道 6 67.1

直轄国道 国道26号 2 10.0

主要地方道 主.泉佐野岩出線 5 84.5

主.岬加太港線 5 51.8

計 18 213.4

大阪・和歌山府県間道路の過去５年間の自然災害による通行止め状況（H23～27）

出典：各道路管理者提供資料 （NEXCO西日本、大阪府、和歌山県提供）
平成23年度～平成27年度に発生した自然災害による通行規制

国道26号通行止めによる深日中央交差点付近の渋滞
（岬町深日地先）

国道26号通行止めによる迂回状況
（岬町深日地先）

写真① 写真②

※写真はいずれもH22.7.14豪雨時のもの 5


